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1. 本誌 は､物性物理 の研究 を共同で促進 す るため､研究者 がその研

究意見 を自由 に発表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に関連 した情報 を速

や かに交換 しあ うことを目的 と して､毎月 1回編集 ･刊行 され ます ｡

掲載内容 は､研究論文､研究会 ･国際会議 をどの報告､講義 ノー ト､

研究 に関連 した諸問題 につ いての意見､ プ レプ リン ト案 内､ニュー

ス をどです｡

2. 本誌 に掲載 され る論文 につ いては､原則 と して審査 を行 ないませ

ん｡但 し､編集者 が本誌 に掲載す ることを著 しく不適当 と認 めた も

の につ いては､改訂 を求 め､ または掲載 を拒絶す ることがあ ります｡

3. 本誌 の掲載論文 を他 の学術 雑誌 に引用す るときは､著者の承諾 を

得 た上 で private communicatbn 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字詰原稿用紙 を使用 し､雑L託のページ数を節約 す るため

に極 力簡青紫にお書 き下 さい0

2. 原稿 は 2部 (オ リジナル原稿及 び コピー)提出 して下 さい｡

3. 数式 ､記号の書 き方 は Progress,Journalの投稿規定 に準 じ､

ミスプ リン トが生 じないよ うな処置 をとって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ､英字 の大､花文字 ､ギ リシャ文字 ､ O と aと0(ゼ ロ)､ uとn

と r､ C と e､ I(エ ル)と 1(イチ)､ Xと×(カケル)､ uとV等 を

赤で･手旨走 して下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわたって大 きく書 いて下 さい｡

5. 1行以内 にお さま らをい可能性 の ある長 い数式等 は必ず■改行 の際

の切 れ 目を赤です旨定 して下 さい｡

6. 図は その まま印刷で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡図の縮尺 ､

拡 大 は致 しません｡ 1真(13×19cm2)以内 に入 らない図､ その まま印

刷 で きない図は原則 と して著者 に返送 し､書 き改 めていただ きます｡

図､表の説 明は別紙 に書 き､本文中 に挿入位置 を赤で明示 して下 さ

しヽ 0

7. 投稿後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけるよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原則 と して作 りません｡ ど うして も別刷 が入用 な場合 は､

投稿 の際 に所要部数 を50部単位で 申込 んで下 さい｡別刷代 は下記方

式 によ り､現金で納入 していただ きます｡

(郵券 による.受付 はいた しません)

p :物研出来上 り真数

Ⅹ :別刷所要部数

a :別刷 1頁の代金 3円

b :製本代(別刷 1部 につ き) 30円

別刷代- (ap+b)Ⅹ十送料

別刷代金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ月以内 に納 めて下 さい｡ そ

れ よ り遅 れた場合 には遅滞追徴金 を請求 され ることがあ ります か ら､

御注意下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原則 と して次 月発行誌 に掲載 され ます｡



基研研究部員会議 ･運営委員会報告

基研研究部員会議 ･運営委員会報告

1980年7月3-5日

表記の会議にっいて,主に物性研究者に関係の深い問題を拾って報告したい｡

1)基研人事

新設の統計物理学部門の教授に,久保亮五氏が4月 3日付で就任された｡素粒子論部門の教

授に,位田正邦氏の後任として益川敏英氏 (核研 )が4月 16日付で就任された｡

現組織助手笠木政子氏から退職の希望が出されているので,後任を公募することになった｡

(その後,登谷美穂子氏 (京大理)に決定した｡)

2)外国人研究員

毎年基研では文部省外国人研究員 (乙種.1ケ月程度の滞在,滞在費のみ支給 )として数名

が採用されている｡今年度も申請を行ったが,候補者の中の物性関係者は

P.G.LeComber

P.N｡Butcher
京都サマー ･インスティチュー ト講師

R.E.Peierls

Pei'erls教授は仁科財団の招待で来年3月の来日が内定している｡

3) 55年度第2回研究計画決定

今回は物性関係の申請がなかった｡共通分野として

｢量子力学の基礎にっいて｣

が認められた｡

4)基研研究計画のあり方

最近,研究計画が型にはまったものになっているのではないか,という意見が昨年秋の基研

シンポジウムで出された｡いろいろな可能性を探るということで,議長団が予備的に討論した

結果を報告し,それを中心に議論がなされた｡具体的な提案としては,

(1) 長期計画は単年度ずっ認めるのでなく,2-3年に亘る計画として認めるものがあって

よい｡

(2)短期研究会 1-2回分の予算を緊急に研究会を開催するときのために留保する｡

(1)については,これまでも新しい形式の提案が許されていたのだから,その点に注意を換起

することとした｡

(2)については,来年度から実施することとした｡
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5)湯川奨学生について

基研研究部員会議 ･運営委員会報告

1

現在,湯川奨学生は年 3名採用されており,支給額は月 4万円である｡基研滞在は義務付け

られていない｡支給額が他の奨学制度に比べて低すぎるので, ｢現状のままでよいか意見をき

きたい｣と財団から問い合せがあった｡方法として,人数を減らして月額を上げるか,他の財

源から上のせすることを考えるかである｡部員会議の議論では,特に若手から人数を減らすこ

と-の強い反対があった｡一方,基研の側から見ると基研に若い人が少いという問題があり,

奨学生には基研滞在を義務付けたい希望がある｡この問題は運営委員会でも議論があり,基研

の非常勤職員に採用して,基研の校費から若干の支給を行う可能性がないかどうか,検討する

ことになった｡

6)アトム型研究員

後期分として11名が決定した｡今回は予算に対して応募者が多く,多くの人を不採用にしな

ければならなかった｡物性関係者はつぎの通り｡

川村 光 (東大理 ):固相一液相転移の研究

近間 輝美(東大理 ):A StochasticTheoryofRosonanceFlourescence

白田理一郎 (名大理):三次元ⅩY模型におけるダイナミックス

提 博史 (阪大理 )*:強磁性金属中の不純物スピンのゆらぎ｡

(基研 ･長岡洋介)

*)出張型 :阪大から信州大学教養部-
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ニュ-ス

ニュース

〔東京大学教養学部〕

○談話会

･6月 19日 ソ̀リトンを含む系の物性'' 高山 -氏(北大 ･理 )

･6月 20日 "3HeAのOrbitalhydrodynamics,,永井氏 (山口大)

･6月 27日 `̀(TMTSF)ZPF6の超電導''鹿児島誠一氏 (東大 ･教養 )

〔東京大学理学部〕

〇人のうごき

･8月17日 鈴木(増)助教授 カナダ-海外出張

第 14回統計物理学国際会議出席のため

30日 帰国

〔東京大学物性研究所〕

〇人のうごき

6月30日 中西一夫氏(助手) 米国より帰国

○研究会

短期研究会 6月20日-21日 ｢ランダムスピン系の相転移｣

○談話会

16月 2日 `̀TheFutureofSuperconductingDevices''

prof∫.Bardeen(イリノイ大学名誉教授 )

･6月7日 `̀化合物半導体発光素子中の欠陥生成'' 林 厳雄氏(日本電気中研 )

○土曜セミナー

･6月 14日 `̀強い相関のある/､バード模型の磁性'' 久保 健氏 (筑波大 ･物理)

･6月 21日 "固相一液相転移の模型理論'' 川村 光氏(東大 ･理 )

･6月28日 `̀A StudyofBioninSine-GordonSystem''

鄭 勝公氏 (東大 ･物工 )

-436-



ニ ュ- ス

〔名古屋大学工学部応用物理学教室〕

○談話会

･7月 3日､ 応物談話会 `̀ソリトンの理論と観測'' 和達三樹氏 (東大･教養 )

･7月10日 物性談話会 `̀韓国の工業と教育''

采 振泰氏(漢陽大学校 ･工科大学材料工学科 )

〔京都大学基礎物理学研究所〕

基研では,今年4月に ｢統計物理学部門｣が新設され,久保亮五教授が就任した｡物性の

スタッフが揃った機会に,物性セミナーを毎週火曜日に開催することにし, 7月までに10回

行った｡秋は,9月中旬に再開される予定である｡これまで行われたセミナーは下記の通り｡

5月 6日 臨界点近傍の液体金属 (米沢富美子 )

13日 超低温における固体 3Heの磁性 (長岡洋介 )

20日 一次元の金属 (村尾 剛 )

27日 擬一次元超伝導体(桜井明夫)

6月 3日 Anderson局在 (氷上 忍 )

10日 構造型不規則系の理論一 電子的輸送係数にっいて (伊藤正樹 )

17日 モンテカルロ法とその応用 (川端親雄 )

24日 SpinGlass(川崎辰夫 )

7月 1日 CoarseGrainedFreeEnergy(今枝辰博 )

15日 形の物理学 (小川 泰 )

〔大阪大学理,基礎工学部〕

○談話会

o阪大理学部物性談話会

･6月13日 長岡洋介 (京大基研 )｢2次元のAnderson局在と負の磁気抵抗｣

･6月18日 谷 俊郎 (東大工 )｢NewMaterialの輸送現象｣

･7月 2 日 国府田隆夫 (東大工 )｢有機半導体結晶の励起子分光｣

○セミナー

o基礎工学部固体物理セミナー

･6月25日 上村 洗 (東大理 )

｢不純物半導体における不規則性と電子相関のからみあい｣
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編集後記

編 集 後 記

編集長のS.H.氏が夏休みの2ケ月外国-出かけたので,私がピンチヒッターを引受けるこ

とになりました｡ここ基研の中は,だいぶ人が減って静かです｡

今月号には, 3月に基研で開かれたシンポジウム ｢素粒子論と物性論｣の研究会報告が載る

ことになりました｡一般に分野間の壁というものには,研究者の育ちの違いや言葉づかいの差

などもあって,風通しをよくすることは難しいものです｡両方の分野の研究者が2日や3日同

じ所に集って議論したからといって,目に見えて効果のあがるものでもないと思います｡実際,

このシンポジウムでも両分野の人の間で議論がTT発止とかみ合った訳ではありませんでした｡

しかし,出席された一人の方が言っておられたように,こうして時間をかけて直接話をきくと,

他の分野で何がどのように問題になっているか,という研究の動向のよう元 ものはよく判りま

す｡この研究会報告でも,シンポジウムの様子の一端でも伝えることができればよいのですが｡

この夏にも,国内外でいろいろな国際会議が開かれます｡物性研究でも,そうした会議に出

席される方々に,会議の印象記のようなものをお願いしました｡今月はその一番手として,液

晶の会議の話が載ることになりました｡正式のプロシーディングズのようなものを開くことは

おそらくない素人にとっては,こういう印象記はたい-んありがたいものだと思います｡

今日あたり`̀梅雨明け宣言''が出るかな,という日に8月号の編集を終えたのですが,読者

のお手許に届くのは秋風の吹く頃かも知れません｡新鮮な情報が新鮮なうちに届くよう努力し

てはおるのですが,貧乏雑誌の悲しさです｡なんとか頑張ります｡

(Y.N)
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講読規定

個人購耽

1.会費 :当会の会費は前納制 をとっていま'すO したがって､ 3月未 ま

で になるべ く1年間分会費 を御支払 い下 さい｡

なお新規講読 お申込 みの場 合 は下記 の会費以外 に入会金 とし

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年間の会 費

lstvolume 2,340円

2ndvolume 2,340円

計 4,680円

(1年分 まとめてお支払いが困難の向 きは 1volume 分ずつ

で も結構 です)

2. 支払 いの際の注意 :なるべ く振替用紙 を御利用の上御納入下 さい｡

(振替貯金 口座 京都 5312)

をお通信欄 に送金 内容 を必ず明記 して下 さい.

雑誌購読者以外の代理 人 が購読料 を送金 され る場合 ､必ず購読者

本人の名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支払遅滞 の場 合 :当会の原則 としては､正 当 な理 由 な く2

Vols.以上の誌代 を滞納 された場合 には､送本 を停止す ることになっ

ていますので御留意下 さい｡

4. 一括送本 を受 ける場合 :個人購読 中 に大学等で一括配布 を受 ける

様 にをった場合 は､必ず ｢個人購読 中止､一括配布希望｣ の通知 を

して下 さい｡逆 の場合 も同様 です｡

5. 送本先変更 の場合 :住所､勤務先の変更等送本先 が変 った場 合 は､

必ず一送本先変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研究所等機 関購読

1. 会費 :学校 ･研究所等での購読及 び個人で あって も公費払いの と

きは機 関会員 とみ を し､代金 は､ 1冊 730円､ 1Vol.4,380円､年

間 8,760円です｡ この場 合､入会金 は不用です｡学校 ､研究所 の会

費の支払 いは後 払 いで も結構 です｡ しか し購読 申込み をされ る時 に

支払 いに必要 な請求､見積 ､納品書各何通必要 なの かをお知 らせ下

さい｡

なお､当会 の請求書類で は支払いがで きない様で した ら､貴校 ､

貴研究機 関の請求書類 を送付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合の連絡 :発行途上 にある volumeの購読途 中中止

は認め られ ません｡購.読 中止 され る場合 には､ 1ケ月前 ぐらいに中

止時期 を明記 して ｢購読 中止屈｣ を送付 して下 さい｡

雑掟未着の場合.発行 日よ り 6ケ月以内に当会 まで ご連絡下 さい.
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